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わたしたちも「小田急多摩線延伸促進活動」を応援しています。

小田急多摩線延伸の効果

社会福祉法人 上溝緑寿会 
since 1996

相模原市中央区上溝 5423-5 ☎ 042-768-1801

高齢者介護のご相談など 何でも！ 

上溝高齢者支援センター（相模原市委託）

へお気軽にどうぞ 

☎ 042-760-7055 (ダイエー斜め向かい)

コスモスセンター 

共同使用区域

広域交流機能

広域商業機能

業務・行政機能

駅前広場

業務・産業支援施設等

広域交流機能

広域商業機能

業務・行政機能

駅前広場

業務・産業支援施設等

千代田

田名工業
団地入口上田名

上溝
光が丘一丁目
弥栄二丁目

千代田十字路
富士見団地入口
富士見団地入口

矢部駅入口
相模原警察署前

相模原駅南口
相模原駅北口

小山小学校前

小山田桜台

小山田はなみずきの丘
日大三高

市立室内プール

市役所前
星が丘
住宅前

日金沢上
下九沢団地

グリーンプラザ
清新

小学校前

JR横浜線

淵野辺駅南口

JR相
模
線

番田

下古山

淵野辺

矢部

 

 

新駅の設置により、
都心直通線への徒歩
圏が拡大する。

新駅の設置及びバス路線網の再編

により、都心直通線へバス15分圏

が拡大する。 

延伸線各駅徒歩圏（半径 1ｋｍ）

バス15 分圏の拡大（半径 3ｋｍ
を基準に重複を考慮） 

バスアクセスイメージ 

相模原

上溝

上宿

木曽南団地

境川団地

古淵駅

小田
急多
摩線

京王相模原線

唐木田駅東

淵野辺駅南口
淵野辺

淵野辺駅北口

中間駅

相模原東商店会
相模原市中央区相模原 5－1－18相模原市中央区氷川町 13－10

042（733）8819

相模原西商店街協同組合

042-752-3125
共和線沿道地区
『まちづくり協定』

人が集いにぎわいのあるまちづくりの推進

八王子
みなみ野

相原

多摩美術大学

橋本 橋本駅北口

橋本駅南口峡の原車庫

六地蔵

大沢まちづくり
センター前

南橋本

水郷
田名

古淵

多摩境

南大沢

京王堀之内 多摩センター

唐木田

 
  
   
 

 
 

 
 
 

 

  

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
  
 

  

こどもの国    

京王
相模
原線
 

相模大野

相模原

中間駅

唐木田

上溝

町田 

長津田 

JR横浜線

JR相
模
線
   

小田急多摩線      

相模原市 

町田市 

小
田
急
江
ノ
島
線

中央林間

新百合ケ丘

多摩センター      

田名

愛川町

小
田
急
小
田
原
線 

東
急
こ
ど
も
の
国
線

橋本 
リニア中央新幹線

リニア中央新幹線
神奈川県駅（仮称）

唐木田 相模原 約5.8㎞

上溝

延伸により設置する駅

愛川・厚木方面

相模原 上溝 約3㎞

■都心方面等との
　アクセス時間が短縮されます !
　延伸により、相模原市域及び町田市域と都心方面をはじめ、横浜
や川崎、広範なエリアを有する多摩地域などとのアクセス時間が
短縮され、利用者の利便性が向上します。

※経路は新宿に8:30前後に到着する列車を選択して算出している。

小田急多摩線延伸計画に関する研究会　報告書（H26.3）より引用（一部加工） 小田急多摩線延伸計画に関する研究会報告書（H26.3）より引用（一部加工）

図　速達性の向上・乗換回数の減少
 

 上
溝
駅

 

 上
溝
駅

（
多
摩
線
）

橋
本
駅

東
京
都
心（
新
宿
）

東
京
都
心（
新
宿
）

JR相模線
小田急多摩線
小田急小田原線

乗換え（4分）

1時間19分 52分

京王相模原線
延伸後

（7分） （68分）

延伸線

27分
短縮

【経路の比較例】

■災害に強い地域づくりに
　寄与します！

■まちづくりの促進が図られます！
　JR横浜線との結節による利便性向上や、鉄道整備と一体
的なまちづくりによって相模原駅周辺の価値がさらに高まる
とともに、JR相模線と結節することで交通ネットワークの
拡充が図られることで、上溝駅周辺をはじめとするJR相模
線沿線地域の活性化が図られます。

■鉄道不便地域の解消につながります！
　延伸により、駅が設置さ
れることで、人口が増加
し、鉄道不便地域の解消が
図られるとともに、駅前広
場の整備やバス路線網の再
編等により、駅を中心とし
た公共交通の利便性向上が
図られます。

図　都心直通線への徒歩圏及び
　　バス15分圏の拡大

 

 
相模総合補給廠一部返還地

（広域防災拠点）
 

代替経路
が増える

東京都心方面 

事故・災害等 
延伸線 

 

延伸整備後 

小田急多摩線延伸計画に関する研究会
報告書（H26.3）より引用（一部加工）

図　リダンダンシー（代替）機能の確保 図　相模原駅周辺の将来イメージ

相模原市広域交流拠点整備計画より引用（一部加工）

　延伸により、周辺路線で事故・災害等が生じた場合の
鉄道輸送のリダンダンシー（代替の交通手段）機能が確
保されるとともに、最新の耐震基準に対応した災害に強
い鉄道路線が整備されることにより、相模原駅周辺地区
における広域防災拠点形成のさらなる促進に寄与します。

アクセス機能が強化

　相模総合補給廠一部返還地は首都直下地震など災害時に
対する首都圏のバックアップ機能を担うことが期待されて
います！

　JR相模原駅北口の相模総合補給廠一部返還地と小田急多摩線
延伸を一体とした、新しいまちづくりの検討が進められて
います！

　将来的に田名地域を
経由し、愛川・厚木方面
への延伸が実現すること
で、さらなる鉄道ネット
ワークの形成や、鉄道
不便地域の解消につな
がります！

新百合ヶ丘


